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■問高齢いきがい課�○内４４３�

保険料基準額は年額44,600円（第４段階の方）�保険料基準額は年額44,600円（第４段階の方）�
●年齢65歳以上の方の保険料を改定�
　介護保険は、４０歳以上の方が納める保険料と公費（税金）を財源として、
介護を必要とする方が費用の一部を負担することで、サービスを利用で
きる仕組みとなっています。�
　介護保険に係る費用が増えると、財源となる保険料の額を引き上げて
補わなければなりません。今後どのくらいの方がどのような介護保険サ
ービスを利用していくかなどの費用を見込み、財源となる保険料を改定
していく必要があります。市では、平成１８年度から２０年度までの３年
間で、介護保険に係る費用は、およそ７０億７，５００万円になると見込んで
います。［表１］�
　このようなことから、６５歳以上の方に納めていただく介護保険料額
を改定しました。なお、基準となる第３段階の方の平成１７年度の年額
保険料は３６，２００円でしたが、新しい標準６段階保険料では、平成１８年
度から２０年度までの基準となる第４段階の方の保険料額は年額８，４００円
増え、４４，６００円となります。�

　介護保険料は、介護サービスにかかる費用に応じて市区町村ごとに算定されます。�
　３年ごとに見直される介護保険事業計画に基づいて、３年間（平成１８年度から２０年度まで）に見込まれる介護サービス給付費をまかなえ
るように、次の算式により保険料基準額が設定されます。�

表１　介護保険にかかわる費用� （単位：千円）�

平成１８年度�
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在 宅 サ ー ビ ス 給 付 費 �
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高 額 介 護 サ ー ビ ス 費 �
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計�
３年間の合計�

平成１９年度� 平成２０年度�

●介護保険の財源�
　［介護給付事業・地域支援事業（介護予防事業）］�

●介護保険制度のしくみ�

●介護保険料基準額の決め方　※65歳以上の方（第１号被保険者）�

　　市の介護サービス総費用のうち第１号被保険者負担分（１，７３５，２３７千円）�
＝　――――――――――――――――――――――――――――――――�
　　市の第１号被保険者数（６５歳以上の人数３８，９１７人（３年間合計））�
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の改定�
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介護が必要かどうか審査・認定します。�

保険料を納付します。�
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制度に加入して保険料を納めます。�
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サービスを提供します。�
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の
中
を�

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ�

Ｗ
Ｂ
Ｃ
戦
屈
辱
に
耐
え
奪
戦
し�

　
　
　
世
界
に
誇
る
王
者
と
な
り
ぬ�

◆
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
文

芸
欄
へ
の
ご
投
稿
は
、
未
発
表
の
自
作
に

限
り
ま
す
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公益通報とは？�
　労働者が不正の目的でなく、
その勤務先等において法令違反
行為が生じ、またはまさに生じ
ようとしている旨を次のいずれ
かに通報することです。�
①勤務先等�
②法令違反行為について処分、
または勧告等を行う権限のあ
る行政機関�

　ただし、公益通報の対象とな
るものは、刑罰規定に違反する行為、または最終的に刑罰規定に違
反する行為につながる法令違反行為です。�
�
公益通報窓口の設置�
　平成１８年４月１日から「公益通報者保護法」が施行されたことに
伴い、市では、「八潮市公益通報者保護制度実施要綱」を制定し、
公益通報窓口および公益通報相談窓口を市役所２階の総務人事課に
設置しました。�
　この窓口は、労働者が市に処分等の権限がある法令についての違
反行為等を通報したいときに利用できます。�
※公益通報者保護法�
　公益のために通報を行ったことを理由として、労働者が解雇等
の不利益な取り扱いを受けることのないように、公益通報に関し
ての保護制度を規定したものです。�

■問総務人事課�○内２３０・２３１�

　南後谷西地区が、平成１８年３月３１日に下記のとおり都市計画変更
されました。�
　都市計画の関係図書は、都市デザイン課および下水道課で縦覧で
きます。�
①区域区分　市街化区域への編入�
②用途地域�
　準工業地域　約５．９ヘクタール�
　工業地域　　約０．２ヘクタール�
※いずれも建ぺい率６０パーセント、容積率２００パーセント�
③地区計画�
　南後谷西地区地区計�
　画の決定�
※建築行為を行う場合、�
　建築確認を申請する�
　前に、地区計画の届�
　け出が必要になりま�
　す。�
④公共下水道�
　排水区域の拡大�
※①③④の面積は、いず�
　れも約６．１ヘクタール�

■問①②③＝都市デザイン課�
�○内３４６�
④＝下水道課�○内８２０�

公益通報窓口を市役所に設置しました�公益通報窓口を市役所に設置しました� 南後谷西地区の都市計画変更�

お
お
こ
ぶ
し�

は
や
ぶ
さ�

さ
だ
め�

え
じ
き�

う
ん
の�

き
　
し
　
の�
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保険料の決め方�保険料の決め方�
　保険料基準額を基に、所得段階に応じて保険料の額が決まります。今年度から所得の低い方の負担能力により、きめ細かく対応できるよ
う保険料の段階が５段階から６段階に見直されています。�

　原則として年金（特別徴収）から納めていただきます。年金額によって、納め方は２種類に分かれています。�

第1段階�

所得段階� 対　　象　　者�

・生活保護の受給者�
・市民税世帯非課税で老齢福祉年金の受給者�

本人が市民税非課税の方（世帯内に市民
税課税者がいる場合）�

本人が市民税課税者で前年中の合計所得
金額が200万円未満の方�

本人が市民税課税者で前年中の合計所得
金額が200万円以上の方�

18,100円�
（基準額×０．５）�

27,100円�
（基準額×０．７５）�

36,200円�
（基準額）�

45,200円�
（基準額×１．２５）�

54,300円�
（基準額×１．５）�

本人および世帯全員が市民税非課税の方�

保険料（年額）�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

改　正　前（平成１５年度～１７年度）�

第1段階�

所得段階� 対　　象　　者�

・生活保護の受給者�
・市民税世帯非課税で老齢福祉年金の受給者�

本人および世帯全員が市民税非課税で、
第2段階に該当しない場合�

本人が市民税非課税の方（世帯内に市民
税課税者がいる場合）�

本人が市民税課税者で前年中の合計所得
金額が200万円未満の方�

本人が市民税課税者で前年中の合計所得
金額が200万円以上の方�

22,300円�
（基準額×０．５）�

22,300円�
（基準額×０．５）�

33,400円�
（基準額×０．７５）�

44,600円�
（基準額）�

55,700円�
（基準額×１．２５）�

66,900円�
（基準額×１．５）�

世帯全員が市民税非課税であり、本人が年金収
入80万円以下で年金以外に所得がないなど�

保険料（年額）�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

第6段階�

改　正　後（平成１８年度～２０年度）�

　なお、平成１７年度の税制改正により、年齢６５歳以上で前年の合
計所得金額が１２５万円以下の方の非課税措置が廃止されることに
伴い、所得が変わらないのに保険料が大きく変わることが起こら
ないよう、平成１８年度から２年間については保険料の緩和措置が行
われます。�

●あなたの所得段階は？� 介護保険料の減額などを行っています�
　低所得の方を対象に、介護保険料の減額を行っています。
対象となるのは、次の要件をすべて満たす方です。対象の
方は第３段階保険料の３分の１が減額されます。�
　減額を希望される場合は、市への申請を行ってください。（保
険料第３段階の方には、保険料の納入通知書に減額のご案
内を同封して送付します）�
　また、特別な事情で保険料が納められなくなった時は、減
額のほかに、徴収猶予や免除されることもありますので、介護
保険の窓口でご相談ください。�
『保険料減額対象要件』�
①介護保険料第３段階（世帯全員が市民税非課税）�
②一緒に住んでいる方全員の年間収入が１５０万円以下�
③市民税課税者と生計を共にしていない�
④市民税課税者から扶養を受けていない�
⑤自宅を除き、活用できる資産がない�
⑥一緒に住んでいる方の預貯金の合計額が４００万円以下�

　年金が年額１８万円以上の方でも次の場合は、介
護保険料を個別に市へ納めます。�
○年度途中で６５歳になったとき�
○年度途中で他の市区町村から転入したとき�
○年度途中で保険料額や年金額が変更になったとき�
○年度の初め（４月１日）時点で年金を受けていなかったとき　など�
※平成１８年１０月から、年度途中で６５歳になった方や、
他の市町村から転入された方などについても、すみや
かに特別徴収へ切り替えられることになります。�

【保険料を納め忘れ（滞納）していると】�
　介護保険料を滞納している方が介護保険サ
ービスを利用する場合は、次のような措置がとら
れますので、納め忘れのないよう注意してください。�

生活保護を受給�
していますか？�

市民税を納め�
ていますか？�

同じ世帯に市民税を納めている方がいますか？�

合計所得金額＋課税年金�
収入額が80万円以下ですか？�

老齢福祉年金を受給していますか？�

合計所得金額が�
200万円以上ですか？�

第1段階段階�

第2段階段階�

第3段階段階�

第4段階段階�

第5段階段階�

第6段階段階�

第1段階�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

第6段階�

所得段階�

はい�

はい�

いいえ�

はい�

はい�

はい�

はい�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

●保険料の納め方�

特別徴収�
対　象…年金が年額１８万円以上の方�
（新たに遺族年金と障害年金が特別徴収
の対象となりました）�
納め方…年６回の年金受け取りの際に、
年金の受給額から介護保険料があらかじ
め差し引かれます。�

普通徴収�
対　象…年金が年額１８万円未満の方�
納め方…送付される納入通知書に記載されてい
る納期までに、介護保険料を個別に市へ納めます。�
※納付には「安全・確実・便利」な、口座振替
をおすすめします。手続きは、納入通知書・預
貯金通帳・通帳登録印鑑を持って市指定の金融
機関等にお申し込みください。�

　滞納期間に応じて、一定期
間、利用者負担が１割から３割
に引き上げられる場合などがあ
ります。�

　利用者が費用の全額を負
担し、申請後も給付の一時差し
止めや給付額から滞納保険料
を差し引く場合があります。�

　利用者が費用の全額（１０割）
を一度負担し、その後申請によ
り費用の９割の払い戻しを受け
ることになります。�

2年以上滞納すると�1年6カ月以上滞納すると�1年以上滞納すると�

４月・６月・８月の納付�
　前年の所得が確定していないため、暫定的に前
年度２月分の保険料額を納付します。（仮徴収）�

　前年の所得を基に、年間の保険料を算出し、そこ
から仮徴収分を除いて調整された金額を納付します。�

１０月・１２月・２月の納付�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

一般世帯向け住宅�
※単身入居不可�
一般世帯向け住宅�
※単身入居不可�

一般世帯向け住宅�
※単身入居可�

母子世帯向け住宅�

大原団地１号棟�
（八潮六丁目２７－５）�
大原団地２号棟�
（八潮六丁目２７－５）�
宮田団地２階建�
（鶴ヶ曽根１５８０－１）�
大曽根住宅�
（大曽根１６３７）�

１９，７００円～４３，４００円�

２０，４００円～４４，８００円�

１５，７００円～３４，５００円�

１２，０００円～２６，４００円�

１� ３ＤＫ�

３ＤＫ�

２ＤＫ�

２ＤＫ�

１�

１�

１�

家　賃（月額）�間取り�戸数�対　象� 募　集　住　宅�

�

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
講
習
を
組
み

入
れ
た
普
通
救
命
講
習
会�

■日
６
月
３
日
、
８
月
５
日
（
各
土
曜
日
）

午
前
９
時
〜
正
午�

■場
消
防
署
会
議
室�

■対
中
学
生
以
上�

■内
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
て
（
心
肺
蘇

生
法
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
取
り
扱

い
、止
血
法
）
※
講
習
を
修
了
し
た
方
に

は
、修
了
証
を
発
行�

■費
無
料�

■定
各
回
２０
人
（
申
込
順
）�

■申
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
消
防
署
（
�
９９８

・
０
１
１
９
）
へ�

���

■日
５
月
２１
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時�

■内
成
果
発
表�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル�

■費
無
料�

■問
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
�

９９５
・
６
２
１
６
）
へ�

�

資
料
館
体
験
講
座�

①
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
と
草
も
ち
づ
く
り�

■日
６
月
３
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分�

■対
小
学
生
以
上�

■内
古
民
家
の
カ
マ
ド
や
セ
イ
ロ
を
使
い
、

白
玉
な
ど
を
作
り
ま
す
。�

■定
２０
人
（
申
込
順
）�

■費
５
０
０
円�

■持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾�

②
わ
ら
細
工�

■日
６
月
１０
日
�
・
１１
日
�
　
午
前
１０
時
３０

分
〜
午
後
３
時�

■対
中
学
生
以
上�

■内
わ
ら
を
使
い
、
亀
と
鶴
を
作
り
ま
す
。�

■定
１５
人
（
申
込
順
）�

■費
３
０
０
円�

■持
エ
プ
ロ
ン
、
せ
ん
定
は
さ
み
、
昼
食
は

各
自
用
意�

③
障
子
張
り
替
え
体
験�

■日
６
月
１８
日
�
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分�

■対
中
学
生
以
上�

■内
障
子
張
り
替
え
の
体
験�

■定
１５
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■持
汚
れ
て
も
良
い
服
装�

―
①
②
③
共
通
―�

■場
資
料
館�

■申
①
は
５
月
２７
日
、
②
は
６
月
１
日
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
資
料
館
窓
口
へ
、

ま
た
、
③
は
６
月
１１
日
ま
で
に
窓
口
ま
た

は
電
話
で
、
資
料
館
（
�
９９７
・
６
６
６
６
）

へ�

　��■日
６
月
１８
日
�
（
雨
天
時
は
、
翌
週
の
２５

日
）
　
午
前
９
時
３０
分
〜
（
競
技
開
始
＝

午
前
１０
時
）�

■場
す
え
ひ
ろ
荘
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場�

■費
無
料�

■申
６
月
４
日
ま
で
に
、
監
督
を
含
む
１
チ

ー
ム
７
人
以
内
の
参
加
者
名
簿
を
、
寿
楽

荘
、
す
え
ひ
ろ
荘
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
提
出�

組
み
合
わ
せ
抽
選
会�

■日
６
月
１３
日
�
　
午
後
２
時
〜�

■場
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修
室�

■問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
�
９９６
・
５

１
２
６
）
へ�

���������

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業�

①
６
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級�

■日
６
月
１８
日
�
　
午
後
１
時
〜
４
時�

■対
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
お
よ
び
夫�

■持
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具�

■費
無
料�

②
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室�

　
生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
方
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？�

■日
６
月
２１
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

０
時
３０
分�

■対
市
内
在
住
の
方�

■内
生
活
習
慣
病
予
防
と
バ
ラ
ン
ス
食
の
調

理
実
習�

■定
２５
人�

■費
５
０
０
円
（
材
料
費
）�

③
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診�

■日
６
月
１
日
�
　
午
前
の
部
＝
午
前
８
時

４５
分
〜
１０
時
４５
分
　
午
後
の
部
＝
午
後
１

時
〜
２
時
４５
分
＊
結
果
説
明
会
＝
６
月
１５

日
�
　
午
前
１０
時
〜�

■対
２０
歳
以
上
の
市
民
の
方�

■内
問
診
、
骨
密
度
測
定�

■定
午
前
３０
人
、
午
後
３０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

④
乳
が
ん
検
診
（
申
込
制
）�

　
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
平
成
１７
年
度
か

ら
２
年
に
１
回
の
受
診
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
に
受
診
さ
れ
た
方
は
、
今
年

度
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。�

■日
６
月
２０
日
�
、
８
月
２９
日
�
　
午
後
０

時
３０
分
〜
１
時�

■対
市
内
在
住
で
４０
歳
以
上
の
方
（
昭
和
４２

年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）�

■内
視
触
診
・
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
お
よ

び
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
実
施�

■持
バ
ス
タ
オ
ル�

■定
各
日
８０
人
（
先
着
順
）�

■費
視
触
診
＝
５
０
０
円
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
＝
１
２
４
０
円�

※
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
視
触

診
お
よ
び
受
診
当
日
７０
歳
以
上
の
方
は
自

己
負
担
な
し�

―
①
②
③
④
共
通
―�

■場
保
健
セ
ン
タ
ー�

■申
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
９９５･

３
３

８
１
）
へ�

⑤
子
宮
が
ん
検
診
（
申
込
制
）�

　
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
平
成
１７
年
度
か

ら
２
年
に
１
回
の
受
診
に
な
り
ま
し
た
。�

平
成
１７
年
度
に
受
診
さ
れ
た
方
は
、
今
年

度
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。�

　
受
診
の
際
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
事
前

申
し
込
み
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら�

郵
送
さ
れ
た
受
診
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

■日
６
月
１
日
�
〜
１０
月
３１
日
��

■場
委
託
医
療
機
関
（
左
表
参
照
）�

■対
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
方
（
昭
和
６２

年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）�

■費
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び

受
診
当
日
７０
歳
以
上
の
方
は
、
自
己
負
担

な
し
。
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以

外
の
方
は
、
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
１
７
０

０
円
、
子
宮
頸
部
・
体
部
が
ん
検
診
２
５

０
０
円�

■持
健
康
保
険
証
、
受
診
券�

■申
予
約
制
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医

療
機
関
に
連
絡
し
て
か
ら
お
受
け
く
だ
さ

い
。�

　
八
潮
市
の
女
性
の
地
域
活
動
を
紹
介
し

て
き
た
「
八
潮
市
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ

名
簿
『
私
の
中
の
１
ペ
ー
ジ
』」
を
、
今

年
度
か
ら
は
、
男
性
の
地
域
活
動
も
積
極

的
に
応
援
し
、
男
女
と
も
に
豊
か
な
地
域

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
名
称
を

変
更
し
ま
し
た
。
主
な
市
内
公
共
施
設
に

配
布
し
て
地
域
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
こ
の
名
簿
に
掲
載
を
希
望
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。�

■対
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と�

①
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
り
、
自
主
活

動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
②
男
女
共
同
参
画

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
③

営
利
目
的
や
特
定
の
政
治
、
宗
教
の
組
織

に
属
し
て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と�

●
掲
載
団
体
に
は
、
市
や
県
で
開
催
さ
れ

る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。�

●
平
成
１７
年
度
版
「
八
潮
市
女
性
団
体
・

グ
ル
ー
プ
名
簿
『
私
の
中
の
１
ペ
ー
ジ
』」

に
掲
載
済
み
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
別
途

照
会
し
ま
す
。�

■申
６
月
３０
日
ま
で
に
男
女
共
同
参
画
課
（
�

○内
８
１
１
）
窓
口
へ�

�

技
能
講
習
受
講
生�

　
県
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
在
職
者
の

方
を
対
象
に
、
知
識
・
技
能
の
向
上
や
資

格
取
得
を
支
援
す
る
「
技
能
講
習
」
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
１８
年
度
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
各

種
資
格
取
得
準
備
講
習
な
ど
１３７
講
座
で�

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、http://

w
w

w
.p

ref.saitam
a.lg.jp

/
A

0
7

/B
C

0
0

/k
ojo/k

ojo_tp
.

htm
l

で
ご
覧
に
な
る
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。�

■場
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
ほ
か
７
校
で

実
施�

■費
講
習（
教
材
費
別
）ご
と
に
異
な
り
ま
す
。�

■申
■問
各
講
習
実
施
月
の
前
月
１
日
か
ら
１０

日
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
、
職
業
能
力
開
発
課
公
共
訓

練
担
当
（
�
０４８
・
８３０
・
４
５
９
８
�
０４８･

８３０･

４
８
５
３
）
へ�

�

自
衛
官（
２
等
陸
・
海
・
空
士
）�

■対
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子�

■申
随
時
受
付
（
試
験
＝
５
月
２７
日
）�

■問
朝
霞
募
集
事
務
所
�
０４８
・
４６６
・
４
４
３

５�
�

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
体
験

入
校（
５
月
）の
参
加
者�

　
未
就
職
者
（
高
校
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
等
）

が
高
等
技
術
専
門
校
で
の
訓
練
科
目
の
実

習
体
験
に
よ
り
、「
も
の
づ
く
り
」
に
か

か
わ
る
多
様
な
職
業
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

将
来
の
職
業
選
択
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
。�

■日
５
月
２７
日
�
（
秩
父
校
は
６
月
３
日
）�

■対「
も
の
づ
く
り
体
験
」
が
し
た
い
方
（
高

校
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
等
）
で
、
お
お
む
ね

３０
歳
ま
で
の
入
校
希
望
者�

■内
高
等
技
術
専
門
校
の
全
科
目
（
３３
科
目
）

で
実
施
し
ま
す
。
も
の
づ
く
り
系
の
科
目

で
は
、
工
作
機
械
等
を
使
用
し
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
や
木
製
パ
ズ
ル
、
表
札
な
ど
の

製
作
。
そ
の
他
、
手
巻
き
寿
司
づ
く
り
や

Ｏ
Ａ
事
務
体
験
な
ど
達
成
感
を
得
ら
れ
る

訓
練
を
用
意
し
ま
す
。�

■申
実
施
日
前
日
ま
で
に
各
高
等
技
術
専
門

校
へ�

■問
県
職
業
能
力
開
発
課
（
�
０４８
・
８３０
・
４

５
９
８
、
�
０４８･

８３０
・
４
８
５
３
）
へ�

�

市
営
住
宅
入
居
者�

入
居
予
定
日
　
７
月
上
旬�

入
居
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間
　
５
月
１０

日
〜
１８
日�

　
　�

����������������������

●
募
集
戸
数
を
超
え
て
応
募
者
が
あ
っ
た�

場
合
は
抽
選�

●
申
し
込
み
に
は
一
定
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■問
建
築
課
�
○内
３
２
４
・
３
２
６�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

◇
瑞
宝
単
光
章

◇
瑞
宝
単
光
章�

　
堀
切
　
　
隆
さ
ん
（
垳
）

　
堀
切
　
　
隆
さ
ん
（
垳
）�

◇
瑞
宝
単
光
章

◇
瑞
宝
単
光
章�

　
大
串
　
敬
吾
さ
ん
（
伊
草
）

　
大
串
　
敬
吾
さ
ん
（
伊
草
）�

◇
瑞
宝
単
光
章�

　
堀
切
　
　
隆
さ
ん
（
垳
）�

◇
瑞
宝
単
光
章�

　
大
串
　
敬
吾
さ
ん
（
伊
草
）�

写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
本
人
の

希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

　
次
の
お
二
方
は
、
警
察
官
と
し
て
警
視
庁
に
勤
務
さ
れ
、
生
命
の
危
険
を
伴
う

業
務
に
長
年
従
事
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
た
び
受
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。�

（�

）�

平
成
１８
年
度
版�

「
地
域
で
豊
か
に
！
グ
ル
ー
プ
名
簿
」�

委託医療機関名�

八 潮 中 央 総 合 病 院 �
何 川 医 院 �
木 島 医 院 �
児 玉 医 院 �
瀧 澤 医 院 �
松原レディースクリニック�
水 野 医 院 �

所　　在　　地�

八潮市緑町１－４１－３� ９９６－１１３１�
草加市草加３－８－２１� ９４２－６０６２�
　〃　谷塚町６４８－１�
　〃　氷川町２１４４－２５�
　〃　北谷２－１８－３５�
　〃　栄町２－１２－５�
　〃　栄町３－９－１９�

９２５－１９１９�
９２５－１８１９�
９４２－３３１８�
９３６－３２５１�
９３１－７６９０�

電　話　番　号�

文
化
協
会
自
主
事
業�

「
第
１９
回
八
潮
市
歌
謡
大
会
」�

第
２６
回
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�


